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下作延小

来年度に向けた取組
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下作延小

来年度に向けた取組

教科担任制、高学年専科教員の増員

• 学年児童の理解につなげ、学習状況を把握しすべての教科指導に
生かす。

• 専門的な指導による学習内容の充実を図る。

川崎市制100周年に向けて、地域愛　緑化活動の充実

• 学校テーマに向けた学習活動の開発と継承を続ける。

• 地域と共に歩む教育活動を大切にし、積極的に進めていく。

• 児童の発想を最大限生かし、実現できるよう地域・保護者と共に進め
る。



下作延小

学習指導・教育課程　

①基礎・基本の確実な習得と活用する力・互いに高めあう子どもの育成

• 全ての教科を通して学ぼうという意欲を高め、｢わかる｣｢できる｣｢楽し
い｣を実感し、共に学び合う子供を育てます。
• 習ったことを生かし、意欲をもって学べるよう導入を工夫します。また 具
体物やノートを活用し、考えを整理したり、振り返りをしたりして次の学習
につなげます。
• 朝の短時間学習等を通して、基礎基本的な問題に繰り返し取り組み、
知識理解の定着につなげます。また、学習状況調査の結果等を参考にし
て各学年の実態に合った取り組みをしています。

◆ 『何を学ぶか』だけでなく、『どのように学ぶか』を重視して、主体

的、対話的で深い学びを視点にした授業改善を意識して進める。



下作延小

１



下作延小

成果と改善案
□校内研究で行った生活科や社会科を教科の軸として、学習問題
を作ったり、学習計画を立てたりする「学び方」を大切に指導し
た。学習の見通しをもったり、１時間ごとのつながりを意識しなが
ら、主体的に取り組む児童の姿見られた。また、既習を生かして
思考したり、自分の考えを伝えたりする力が他の教科にも生かさ
れている姿が見られた。
□朝の短時間学習では、各学年で育てたい力に合わせて内容を
考えたり、個の習熟度に合わせた課題を設定したりしながら取り
組み、知識理解の定着につなげることができた。

◆「基礎基本を定着するための習熟の内容」と「育てたい力に合
わせた内容の実施」について、その配分に難しさを感じた。両方を
バランスよく計画的に行っていく必要がある。
◆川崎市学習状況調査の結果を分析し、各学年で身に付けたい
力を明らかにし意識して指導にあたる。



下作延小

学習指導・教育課程　　

②個に合わせた支援の充実

• 少人数指導（４年生までは35人以下学級編成）、サポーターによる支援
や学習センターを活用した指導や支援等を行います。　　　　　
• 教科担任制による指導内容の充実を図ります。（3年生以上では、教科交
換をして指導力の向上を図ります。）

◆少人数指導のよさを生かし、これまでもより計画性をもって子供の　「わかる」「で

きる」姿が見られるように支援を充実させていく。

◆指導人数の体制にとらわれるのでなく、それぞれの学級内で有効な支援方法を

考え、日常につまづくことが少なくなるような指導を進める。職員同士、より良い

指導方法を積極的に共有する。



下作延小

２



下作延小

成果と改善案
□５年生を３クラスにしたことなど、全学年で適当数の学級編成となり、
児童の学習の充実が図れた。
□教科担任制によって、学年児童の理解につながった。あわせて学習
状況把握し指導に生かすこともできた。
□教科担任制によって、学習指導の均質化につながり、学級間の格差
もなくなる。
□取り出し支援(学習センター）について利用児童は、わかるが実感で
き、学習意欲を高めていくことにつながった。多様な学習の場の確保
になっている。

◆担当する教科の教材研究をさらに充実させて、子供にとってよりよ
い授業をめざしていきたい。
◆学びの個性化・個別化を意識した学習活動を進める。



下作延小

学習指導・教育課程　

③防災・防犯教育の充実
• 避難訓練・防犯訓練の想定ややり方を工夫したり、自分の身を守るため
の指導を行ったりします。
• 保護者と共に学び、地域とつながる防災教育を工夫し実践します。　

◆ 地震・火災の他、洪水や台風等の避難も視野に、朝会の活用やカリキュラム

を再考し、より充実した防災・防犯教育に取り組んでいく。

◆ 防災教育を通して、備える大切さを地域に発信し、有事の際児童の安全確

保はもとより、避難所となる学校施設を有効に活用できるよう、地域住民の

避難所利用の理解を進める。

◆保護者・地域との合同訓練の計画や新１年プログラムに避難訓練マニュアル

動画での指導などを組み込んでいく。



下作延小

３



下作延小

成果と改善案

□自分の身は自分で守るという意識３者そろって関心の高い教育活動になってい
る。その成果も出ている。
□コミュニティ・スクール委員の中でも防災担当を設定したことで、地域と一体と
なって、すすめていく体制が整ってきた。
□避難所開設訓練には、4年生も参加学習の発表をすることができた。また地域
や役所の方方もお褒めの言葉をいただいた。訓練に参加する保護者も多くなって
きている。

◆一年通して、保護者とともに備える大切さについて考えるプログラムを作る必要
を感じる。（防災バックの中身を再考し、災害への備えをさらに高める等）
◆有事の際を想定し、西高津中学校と連携し、中学在籍兄姉の引き取り訓練を
自実施する。
◆着衣泳について保護者からの問い合わせがあった。５年が取り組んでいること
をより発信するとともに、保護者にも参加＆参観してもらえるような機会にしていく
工夫などを考える。



下作延小

学習指導・教育課程　　
④情報教育の充実

• 一人一台タブレットを利用して、機器の端末操作方法を系統的に指導し、
適切に活用できる力と態度を育成します。
• 発達の段階に合わせて系統的に情報モラル教育を進め「適切なコミュニ
ケーション」の力を育てます

◆ 情報モラル教育は全学年において行い、家庭と連携をしていく。また、

トラブルを未然に防ぐ指導を行っていく。配信システムでも、情報モラ

ルについての資料を配付していく。

◆ 日常の学習に効果的に利用できるスキルを大人も子供もつけていく。



下作延小

４



下作延小

成果と改善案
□ドリルパークの「個別最適な学び」を効率的に使うことやクラスルームで授　　
業課題を出すことなど、日常的にGIGA端末を活用し、教育活動に生かすこと
ができた。
□情報モラル教育について、年間計画に則り、外部講師を招くなど情報モラル
の学習をすることで、情報モラルについての意識付けができた。
□長期休みの宿題で情報モラルの動画を保護者の方と視聴し、児童が情報を
安全に使うことを学ぶことができた。

◆教職員が様々な使い方ができるように互いに共有をしたり、研修をしたりする
ことで、より児童にとってGIGA端末を適切に活用できる力と態度を育成できる
のではないかと考えている。
◆教職員が研修を通して、GIGA端末の効果的な活用方法を学ぶことで、児童
にとってよりGIGA端末を活用し、授業に生かす力が育成されると考える。
◆引き続き情報モラル教育については、保護者と共に学ぶ時間を増やしてい
く。



下作延小

学習指導・教育課程　　

⑤健康教育・運動する子ども

• 日々の体育授業や養護教諭・学校栄養士による健康に関する授業や日
常的な衛生管理への意識を高めるなど、健康や体力に関心をもつ子供を
育てます。　

◆ 感染予防対策は継続して徹底し、年間を通して特別活動のカリキュラムを見直

しながら、衛生指導、歯磨き指導や食の授業、保健・給食・集会委員会等、子供

と協力した活動を引き続き充実させていく。

◆ きらきらタイムの充実を図り、運動の楽しさを体験することから、体力や運動へ

の関心をより高める。

◆ 保護者とともに子供の健康について考える機会をつくったり、学校保健委員会

の組織や内容に関して再考していく。



下作延小

５



下作延小

成果と改善案
□多岐にわたる競技の外部講師来校授業により、児童の運動する楽しさ
・喜びにつながることができた。
□キラキラタイムについては、児童の体を動かす機会を定期的に設定す
ることができ、体を動かす習慣を全校で身につけることができた。
□保健指導については、委員会活動等を通して児童が主体となってすす
めていくことができた。

◆運動の日常化を図るために、次年度から川崎市が取り組むキラキラ
チャレンジの提案企画をベースに、キラキラタイムのさらなる充実をはか
る。
（キラキラチャレンジは、他校とその取り組みを共有交流していく予定）

https://sites.google.com/kawasaki-edu.ed.jp/111/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0
https://sites.google.com/kawasaki-edu.ed.jp/111/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0


下作延小

特別活動　　　　　

⑥主体的に取組む気持ち、自己有用感の育成

• 委員会活動・クラブ活動、係活動その他の活動において、子供たちの発想や意
欲を生かした活動に取組み、自分たちで楽しい学校をつくれるように指導します。
• 運動会、かがやき発表会など児童の発想から活動が進められるようにします。
• 行事を通して協働し、連帯感・達成感を味わわせます。

◆ 児童の発想を生かし、意欲を高めることができるような指導を丁寧に行うとと

もに、行事内容を精査し、より効果的な実施時期について再考していく。

◆ その学習活動はSDGｓの何に関わっているのか意識した提案、実施を大切

に、指導を継続していく。



下作延小

６



下作延小

成果と改善案
□児童が自主的な活動の意味を理解し、その活動も充実してきている。そのため
の指導についても、教職員が児童の思いを尊重し発想を生かしながら、形となる
ように児童とともに丁寧にすすめ、連帯感・達成感をもたせていくことができた。
□行事内容を精査し、その行事で児童にどんな力を培うかを明確にし実施し、成
果があった。
□特に保護者からのコメントも肯定的な内容が多くあった。
□あらゆる学習活動でその活動はSDGｓの何に関わっているのかを意識した提

案、実施を大切に、指導を継続したことで、特別活動はもとより、各教科において

も、ＳＤＧsへの意識を高めていくことができた。

◆子どもの自主性というものは時間のかかることなので、見通しをもって４月から
行われている活動を通して子供たちに力（自主性・創造性等）が身につくようにし
ていきたい。



下作延小

保護者・地域との連携　
⑦地域に愛着をもてるような教育活動

• 生活科・総合的な学習の時間・社会科の学習、行事等で地域の「人・もの・こと」
との出会いやふれあいを通して地域を愛する気持ち、感謝の気持ちを育てます。
• 目的をもって地域に出かけ、地域のよさを実感する活動を取り入れます。
• 積極的に地域教育資源を開発し、地元企業との連携した授業開発を進めます。

◆ 日頃から「下作延小PRIDE」「かわさきPRIDE」を意識した学習活動に取り組

んでいく。

◆ コミュニティ・スクールのサポート部門を構築し、地域・保護者のさらなるサ

ポートの充実を目指す。



下作延小

７



下作延小

成果と改善案
□これまでの作成してきた年間カリキュラムや人材リストを活用しながら、　地域と
関わる機会を計画的に設定して学習を進めることができた。
地域の「もの・こと・ひと」との出会いから、地域への愛着を強める子供たちの姿が
感じられた。
□かがやき交流DAYでは、地域で活躍する大人と、体験活動を通して関わること
で、普段はできない活動をすることができた。地域の人に見守られながら成長して
いることを実感したり、感謝の気持ちをもったりするよい機会となった。
□夢パークや緑ヶ丘霊園などの地域教材を生かして学習することで、地域に愛着
を感じながら学習に取り組むことができた。
□園芸教室では、専門的な知識のある方に教えていただいたことで、より手厚いサ
ポートを受けて、意欲的に取り組むことができた。

◆学年としての取り組みは行うことができたので、低・中・高学年ごとや学校全体
での地域の関わりを計画していけるのでないのかと考える。
◆地元企業との連携した授業開発に向けて、今年度取り組んだ内容を来年度に
引き継いでいく。



下作延小

児童支援

⑧命の重さや価値を実感し、思いやりの気持ちをもつ

• 年間の教育活動を通して､自分も相手も大切にできるように努めています｡

(人権週間、子どもの権利学習、SOSの出し方・受け止め方教育、行事など)

◆ 美しいもの、素晴らしいものにであったり、感動したり、生き生きと生活

する大人に触れたりして、心が豊かになる時間を過ごすことができる機

会を計画的につくる。

◆ 人にやさしくしたり、役に立ったりした時に自分の心も豊かになることを

実感させる。



下作延小

８



下作延小

成果と改善案

□職員研修や日頃の情報共有、支援方法の検討など、日常の児童の姿

から児童を理解し、教職員全体で共有するようにし、チームで対応に努め

た。大人の意識の変化が子どもたちに伝わっていると実感がある。

□日常の学校生活や行事での各学年での活躍やそれを受け止める姿、

他学年を意識して取り組みを考える姿が見られる。

◆保護者・地域への発信の課題。授業公開とともに、日常の活動の足跡

や活動の意図を提示するなど、子どもたちを取り巻く環境をよりよくしてい

くために学校の取り組みや子どもの実態の認知度をあげ、共に考えていく

ための工夫が必要。



下作延小

児童支援　

⑨共生・共育の実施、コミュニケーション力の育成、いじめを許さない学校風土

• 各学年６時間の「共生＊共育プログラム」を行い、社会性のスキルの習得に努め
ます。
• 「学校生活アンケート」を実施し、一人一人の思いをくみとることで、いじめの防止
に努めます。
• 教職員はいじめ防止委員会を計画的に開催し、教職員で課題を共有しながら、
いじめ防止・問題解決に努めます。
• 支援教育コーディネーターを中心に子供の心に寄り添ったチーム支援を行いま
す。　

◆ 運営委員会による呼びかけだけでなく、児童自身がよりよい学級や
学校を創ろうという意欲を持続できるようにしていく。

◆ 教職員も継続して取り組み、子供とともに居心地のよい学校、学年
づくりを推進していく。



下作延小

９



下作延小

成果と改善案
□学校生活アンケートの実施は、回答をもとにして子どもの声を聴く
機会として重要なものとなっている。安心できる環境づくりやいじめ
防止につなげることができている。
□支援教育コーディネーターを中心に、担任と情報を共有して、そ
の児童にあった支援をすることができた。

◆いじめ防止について、研修や会議等で教職員で共通の認識をも
つ機会を設け、児童の情報を共有することを継続していく。また、
支援教育コーディネーターを中心に、学校巡回カウンセラーをはじ
め広い視野での連携を図ることで保護者の不安にも寄り添えるよ
うにしていく。
◆共生＊共育プログラムは、児童一人につき六年間で積み重ねて
いる。社会性スキルの習得として日常生活に繋げていけるような
工夫をしていく。（声かけ・教科や行事との連動）



下作延小

児童支援　

⑩皆が気持ちよく過ごせるための規範意識の育成

• 掲示物や全校ミーティングなどで、子供たち自身が気持ちよく過ごすことができる
学校生活のルール作りについて考える機会を設けていきます。
• クラスでの生活目標や個人での「生活ふり返りカード」を通して、規範意識の育成に
努めています。

◆ 子供たち自身が、互いに気持ちよく過ごすためのルール作りや意識づくりに

引き続き参画できるようにする。

◆ 他者に対する感謝の気持ち、ルールを守って生活することの大切さを継続し

て指導していく。

◆ 落ち着いて生活を送るために、自分を制する気持ち、我慢をする経験等につ

いてはさらなる成長が必要と感じているため、社会生活で必要なスキルを育

んでいく指導を再考していく。



下作延小

１０



下作延小

成果と改善案
□生活目標について毎回クラスで話し合い、具体的な行動を振り返ること
や、全校ミーティングを体育館集合の形で行ったことで、子どもたちの意
識は変わってきた。自分ごととして物事を考えられるようになってきた。
□あいさつバトンや、廊下の学年別ゴミ箱設置など、楽しみながらできる
工夫をして、自分たちが考え、決めたことを行動するという経験ができ
た。
□上級生の姿を見て、真似をしてみたいと思っている子どもの姿が見られ
た。ルールや規範、学校への思いが下の学年にバトンとして繋がってい
る様子も見られた。

◆日常生活に表れるように、これまでの活動の地道な継続が大事と考え
る。
◆掲示やHPなどへ記録を残すことで、子どもたちへの価値づけと保護者

・地域への発信をしていく。



下作延小

安全安心な環境　

⑪危機管理・施設の整備

• 心肺蘇生法・AEDやアレルギー研修、学校安全マニュアルを活用します。
• 日頃の感染防止対策の徹底、教職員による清掃および消毒作業、子供の作品や
学習に活かせる掲示物の工夫などを行い、清潔な空 間を心がけます。
• 地域の安全見守り、避難所運営会議、PTAと連携し児童の安全確保を図ります。
• 感染予防教育や交通安全教育、薬物乱用防止教育等を実践し、安全に対する意
識向上を目指します。
• 教育委員会、地域、保護者と協働し、学校施設設備環境の改善に努めます。

◆ 新たに川崎市より示された防災対策指針に沿った、校内版学校安全マニュア

ルの再作成に早急に取り組む



下作延小

１１



下作延小

成果と改善案
【成果】
□新たに川崎市より示された防災対策指針に沿った、実際に見合った校内版学
校安全マニュアルを作成することができた。
□掲示物については、児童の活動が残るように工夫することができた。
□コミュニティ・スクールと連携し、教室内照明のLED化を教育委員会に要求する
ことができた。今後も継続して要求していく。
□着替え用のカーテンが教室にあることで、体育時に移動することなく同じ部屋
で着替えることができてよかった。
□防犯研修を実施。ステップを踏んで研修の内容を考え実施することができた。
□プールが再開し、事故や怪我無く無事に行うことができた。

【今後について】
◆理科室前のモニターのさらなる活用をすすめる。（運動会・各学年行事など）
◆低学年の教室及び5年3組教室への着替え用のカーテンの設置、正門、西門
の門扉交換、プールの給水バルブ漏水修理、西門横花壇給水水道管バルブの
改修、図工室のエアコンの修理、屋上高架水槽の更新、GIGA端末充電庫の設
置、教室扉の交換、などなどを引き続き要求していく。Etc.
◆教室で使用するものについて、もう少し整えていきたい。



下作延小

保護者・地域との連携　
⑫学校評価を生かした教育の改善・情報発信

• 学校便り・学年便りにおいて教育方針や児童の様子を保護者・地域の方々にお
知らせしたり、随時ホームページを更新したりします。
• 保護者向けの手紙、調査結果等メールによる配付をします。紙文書の削減のた
めに、ミマモルメやホームページによる文書配付を進めます。
• 学校教育推進会議でのご意見や保護者アンケートを学校改善に役立てていきま
す。

◆ 学校評価では、中間報告を取り入れ、PDCAの４つのサイク

ルを通り、らせん状の評価を行い、改善すべき点は即時改

善が図れるようにする。



下作延小
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下作延小

成果と改善案
□昨年同様に、子供たちの教育活動の様子について、各学年から
ホームページで詳しく紹介することができている。
◆学校評価アンケートの回答数が下がってきている。重要な情報を漏
らさないようにしていくためにも、ミマモルメのアプリ登録をすすめてい
きたい。
◆教職員の一つ一つの柱立てについて、学校運営に向けた意識につ
いてまだ課題がある。個として何ができるのか。意識づけになるような
機会を年間に数回設定していく。
◆中間報告を取り入れたり、各行事後のアンケートと学校評価を一致
させたりする工夫をすすめる。
◆子供たちの学習活動の様子にあわせて、学校として、その教育活
動にどんな思い願い、ねらいがあるのかを事前に保護者に丁寧に伝
えていくことをこれまで以上に進めていく。



下作延小

来年度に向けた取組

下作延小ＰＲＩＤＥからSIMOSAKUNOBE　PRIDEへ

みんな　ワクワク
地域と一体となった学校へ

学習
地域資源開発
企業・行政の活用
学習ボランティア募集

防災・防犯・交通安全
町会の見守り活動
避難所開設運営委員
見守り活動ボランティア

環境
栽培ボランティア(花壇管理）
清掃ボランティア(waxがけ）
修繕ボランティア（ペンキ塗り）

情報
PTAサーバ利用
動画配信　動画作成
イラスト作成
来場者管理

https://kawasaki-edu.jp/2/308simosakunobe/index.cfm/7,0,15,141,html
https://kawasaki-edu.jp/2/308simosakunobe/index.cfm/10,77,45,html
https://kawasaki-edu.jp/2/308simosakunobe/index.cfm/9,0,41,html
https://simosakunobe.xsrv.jp/pride/
https://simosakunobe.ed.jp/

